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YCC－９０（No.２）�

本仕様書は、移動式不活性ガス消火設備（二酸化炭素）について規定します。�

１．対象物名称�

２．同上所在地�

３．概　　　要�

　　　防護区画内の火災発生後、直近の移動式不活性ガス消火設備（二酸化炭素）を�

　　　手動により操作し、二酸化炭素を放出し消火させるものです。　�

４．消火設備�

（１）型　　　式�

　　　 移動式不活性ガス消火設備（二酸化炭素）�

　　　　　YCC－９０型�

　　　　　型式認定番号　C－０１０号（財・日本消防設備安全センター認定）�

（２）設計準拠法規及び規格�

　（イ）消防法施行令、施行規則、各都市の条例によります。�

　（ロ）高圧ガス保安法、日本工業規格（JIS）�

（３）二酸化炭素消火薬剤量�

　　　１基に対して二酸化炭素９０kg（６８L／４５kg入容器２本セット）　�

（４）基　　　数�

　　　 消防法により設置基数は、防護対象の各部分からの水平距離が１５m以内となるよう�

　　　 １基ずつ分散設置します。�

　　　　　　　　階　　　　　室名　　　　 基数�

�

�

（５）配　　　置�

　　　添付図面の通りです。�



YCC－９０（No.３ ）�

　　　　移動式不活性ガス消火設備（二酸化炭素）　YCC－９０型�

１．目　　　的�

　　　本消火設備は、屋内・屋外駐車場、自動車整備工場、飛行機格納庫、飛行機整備工場、�

　　　電気室等、その他油・電気火災を対象とする場所に設置し、これらの対象物を有効に�

　　　防護するものです。�

２．構　　　成　�

　　　本設備は、二酸化炭素貯蔵容器・ホース・ノズル等から構成されており、２本の二酸�

　　　化炭素貯蔵容器に充填された二酸化炭素消火剤をホース先端のノズルより放射するも�

　　　のです。�

 ①　概　　　要�

　　　　　全　　　　　高　　　　　１，７７５mm�

　　　　　最　　大　　巾　　　　　　６６０mm�

　　　　　奥　　　　　行　　　　　　４００mm�

　　　　　総　　質　　量　　　　 　 約３００kg�

　　　　BOXには前面扉上部に表示灯を標準仕様として取り付けています。�

 ②　二酸化炭素貯蔵容器（１本の仕様）�

　　　　　全　　　　　高　　　　約１，６２０mm�

　　　　　外　　　　　径　　　　　　２６７mm�

　　　　　内　　容　　積　　　　　　　６８L�

　　　　　充　　填　　量　　　　二酸化炭素  JIS  K １１０６－１９９０ 2種  ４５kg�

　　　　　常用圧力値（２０℃）　　　 　 ５.９MPa�

　　　　　耐圧試験圧力値　　　 　　 ２４.５MPa�

　　　　　安　　全　　弁　　　　作動範囲　１７.７～２３.５MPa�

　　　　　総　　質　　量　　　　   約１２５kg�

�

　 ◎上記仕様の貯蔵容器を２本設置し、一作動により２基の容器弁が開放されます。�

 ②　配管用安全装置　　　　ＣＬ１５０型　  作動設定圧力  １４.７MPa�

　　　　 集合管に設けています。�

�

１，９１０mm�

６４０mm�

４１０mm�

約３５０kg

〔BOX付〕�〔BOX無し〕�



YCC－９０（No. ４）�

④　ホ  ー  ス  架�

（１）　ホース架�
　　　　　ホース架は、２０mのホースを掛けるようになっています。�
（２）　ホース及びノズル�
　　　　　ホ　ー　ス　　　　長さ　　２０m 　　　  内径　１２．７mm�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外径　２０．７mm�
　　　　　ノ　ズ　ル　　　　口径　　３．６mm×８個　　開閉式レバー�
（３）　ホーン�
　　　　　ホーンは鉄製で、ホーン根元に木製握りを設けています。�

　　　　�

３.　放  射  性  能�

　　ホース先端に取り付けられたノズルにより放射するもので、次の性能を有しています。�

　　　　　放 　 射 　 量 　　　　　　６４kg/min�
　　　　　有効放射時間　　　　　　約６５秒�
　　　　　放  射  距  離　　　　　　約２～５m�
 �

４.　設置上の注意事項�

（１）レバー式開放器に安全ピン①が取り付けられ�
ているか確認して下さい。�

（２）ノズル開閉弁⑤が「閉」の位置にあるか確認�
して下さい。�

　　　　　　�

�

５.　使  用  方  法�

（１）貯蔵容器の開放�
　　〔１〕容器弁に取付けられたレバー式開放器の�

安全ピン①を引き抜く。�

　　〔２〕開放器レバー②を押し下げる。�
（２）ノズルの操作�
　　〔１〕ノズル③を取り出す。�
　　〔２〕ホース④を引き出す。�
　　〔３〕ノズル開閉弁⑤を全開にし、火の根元を�

掃くように、手前より消火する。�

　　　　　�

�

６.　使用後の処置�

（１）容器内の残存二酸化炭素消火剤をすべて放出して下さい。�
（２）二酸化炭素消火剤が充填された容器と取り替えて下さい。�
　　 設置後は４.の注意事項を確認して下さい。�

（二酸化炭素消火剤の再充填は当社に御連絡下さい。）�

（３）ＡＧ型開放器及びＡＧＬ型レバー式開放器の使用回数は�
５回が限度です。�

（５回使用した場合は新品と取り替えて下さい。）�

　　　　　�

７.　特　　長�

（１）二酸化炭素は安定したガスで、油類・金属・電気絶縁物などに化学変化しません。�
（２）二酸化炭素は貯蔵中の変質がなく、半永久的に保存できます。�
（３）消火後の汚損がありません。�
�
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